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地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（第
２
回
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察
に
関
す
る
も

の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
22
年
３
月
末
日
ま
で 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
お
よ
び
収
支
計
画
書
（指
定
様
式
）、 

会
の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
９
月
４
日
（金
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

７/29 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

６月気象状況    （父島）

最高気温   31.0℃ 

最低気温   20.2℃ 

平均気温   25.5℃ 

平均湿度   90％ 

月降水量   66.5mm

住民基本台帳登録者数（7/1）    

             2,463 人 

             父島      母島    

  人口      2,008 人   455 人 

  世帯      1,089    235 

短期滞在者     41人       8人 

ＮＯ．５５５ 

平成 21 年(2009) 

８/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

東京都議会議員選挙の結果 
  
 

７月１２日（母島繰上投票１１日）に行われた東京都議会議員選挙の結果は、以下のとおりでした。 
 

【有権者数】 父島  １，５５４人   母島   ３５２人    合計  １，９０６人 

【投票者数】 父島   ８２３人   母島   ２２３人    合計  １，０４６人 

【投 票 率】 父島  ５２．９６％   母島  ６３．３５％      合計   ５４．８８％ 

【得 票 数】 

候 補 者 名

当 選 川 島 忠 一 562 票 12,520 票

― 田 中 え い じ 448 票 3,855 票

― 無 効 投 票 36 票 333 票

1,046 票 16,708 票合 計

小 笠 原 開 票 区 島 部 選 挙 区

候 補 者 別 得 票 数

 
 

●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会 ２－３１１１
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第
３
次
小
笠
原
村
総
合
計
画 

（後
期
基
本
計
画
）概
要
版
の
配
布 

  

今
後
の
む
ら
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
３
次
小
笠

原
村
総
合
計
画
（平
成
16
年
度
～
平
成
25
年
度
）
の

後
半
部
分
に
あ
た
る
、
基
本
計
画
（後
期
５
ヵ
年
計

画
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
版
を
各
戸

へ
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

概
要
版
は
総
合
計
画
を
構
成
し
て
い
る
基
本
構
想

と
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
基
本

計
画
（後
期
５
ヵ
年
計
画
）の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。 

 

計
画
の
実
現
に
向
け
、
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様
の
自
主
的
・
主
体
的
な

参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
本
計
画
の
詳
細
は
、
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
総
務
課
企
画
政
策
室
、
母
島
支
所
庶
務
係

で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正 

 

村
営
バ
ス
は
、
通
学
バ
ス
と
し
て
の
小
中
学
校
生

の
利
用
に
配
慮
す
る
た
め
、
９
月
１
日
（火
）
か
ら
次

の
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。 

路
線
や
運
賃
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

ダ
イ
ヤ
の
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
扇
浦
線
の
時
間
の
変
更
（繰
り
下
げ
）】 

小
中
学
校
の
下
校
時
間
に
配
慮
し
て
、
午
後
の

便
（２
時
台
、
３
時
台
、
４
時
台
、
５
時
台
）
を
各

10
分
繰
り
下
げ
て
運
行
し
ま
す
。 

【
循
環
線
（ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
の
一
部
運
行
廃
止
】 

利
用
率
が
低
い
た
め
、
午
後
２
時
15
分
村
役
場

前
発
～
午
後
２
時
30
分
村
役
場
前
着
の
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
１
便
を
廃
止
し
ま
す
。 

 

変
更
後
の
時
刻
表
は
、
村
営
バ
ス
営
業
所
お
よ
び

村
役
場
で
配
布
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
・
採
用
人
員
】
保
育
士 

１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

平
成
21
年
９
月
１
日 

～
平
成
22
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
～
土
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（週
30
時
間
以
内
） 

【
給
与
等
】
時
給
１
０
０
０
円 

（労
働
保
険
、
社
会
保
険 

完
備
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】 

８
月
３
日
（月
）か
ら
村
役
場
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験
に
よ
る 

【
申
込
締
切
】
８
月
20
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

宝
く
じ
の
助
成
金
で
テ
ン
ト
・ 

音
響
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
（母
島
） 

  

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
す
る
（財
）自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、

簡
易
テ
ン
ト
お
よ
び
音
響
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
備
品
は
、
母
島
返
還
祭
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

  

         

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

「
が
ん
ば
れ
！
小
笠
原 

プ
レ
ゼ
ン
ト
デ
ー
」
の
開
催 

 

８
月
８
日
（土
）東
京
ド
ー
ム
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ 

対 

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
戦
（
試
合
開
始

午
後
２
時
）
に
て
、｢

が
ん
ば
れ
！
小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン

ト
デ
ー｣

を
開
催
し
、観
光
親
善
大
使
の
小
笠
原
道
大

選
手
を
応
援
し
な
が
ら
、
小
笠
原
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。 小

笠
原
旅
行
や
特
産
品
の
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー

ド
と
共
に
、
２
万
枚
の
小
笠
原
Ｐ
Ｒ
用
う
ち
わ
を
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
試
合
前
に
は
東
京
ド
ー
ム
外
の

ス
テ
ー
ジ
Ｇ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
は
、
南
洋
踊
り
の
披
露

や
観
光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。 

           

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課 
２-

３
１
１
４ 

小
笠
原
村
農
業
基
本
構
想
の
改
定 

 

小
笠
原
村
の
農
業
基
本
構
想
を
改
定
し
ま
す
。 

農
業
基
本
構
想
は
、
地
域
に
お
い
て
推
進
す
べ
き

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
指
標
や
、
こ
の

指
標
に
即
し
た
農
業
経
営
を
目
指
し
て
経
営
改
善
を

図
ろ
う
と
す
る
者
へ
の
支
援
措
置
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
す
。 

農
業
基
本
構
想
の
改
定
に
あ
た
り
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
訪
問
調
査
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
の
で
、
調
査
等
の
回
答
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

         

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

島
嶼
ふ
れ
あ
い 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会 

  

元
全
日
本
監
督
お
よ
び
内
地
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム

と
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
大
会
・
親
睦
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
と
は
】 

 
 

柔
ら
か
く
て
軽
い
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
で
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
行
う
、
手
軽
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
め
る
４
人
制
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】 

岩
本 

洋
氏
（
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
代
表
監
督
） 

渡
辺 

孝
氏
（（
財
）
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
公
認
講
師
） 

簡
易
テ
ン
ト 

音
響
設
備 
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【
大
会
日
程
お
よ
び
部
門
】 

《
交
流
試
合
》 

９
月
21
日
（月
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分 

 
当
日
の
試
合
日
程
は
申
込
チ
ー
ム
数

に
よ
り
、
後
日
決
定
し
ま
す
。 

《
表
彰
式
・
親
睦
会
》 

９
月
21
日
（
月
） 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

《
部
門
》 

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部 

中
学
生
以
上
の
女
性 

 
 

○
混
合
フ
リ
ー
の
部 中

学
生
以
上
の
男
女
混
合 

○
シ
ニ
ア
の
部 

40
歳
以
上
の
男
女
。 

 

【
申
込
方
法
】 

 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
９
月
４
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
主 

催
】
小
笠
原
村
・
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

【
共 

催
】（
財
）
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団 

【
協 

力
】
小
笠
原
海
運
㈱
・
小
笠
原
体
育
協
会 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の 

納
期
限 

 

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収

第
１
期
納
期
限
は
、
８
月
31
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
は
、
７
月
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知
書
で

「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
保
険
料
の
期
割
額
の
記
載
が

あ
り
、
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
方
で
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付
を
申
し

込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
第
２
期
の
納
期
限
は
、
８
月

31
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 口

座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま

れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
６
月
29
日
～
７
月
９
日 

○
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
打
合
せ
、
視
察 

○
臨
時
交
付
金
打
合
せ 

 
○
教
育
旅
行
誘
致
活
動
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 
 

平
成
21
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（土
）
午
前
11
時
45
分
～ 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（土
）
午
後
５
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
職
員
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
看
護
師 

１
名 

【
仕
事
内
容
】 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看

護
・
介
護
業
務
（健
康
管
理
・
機
能
訓
練
・
入
浴
・

送
迎 

他
業
務
） 

【
勤
務
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分 

 
 

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
は
変
則
勤
務
有
り 

【
応
募
資
格
】 

○
看
護
師
免
許
・
普
通
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
可
）
を
有

す
る
方 

 

○
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
業
務
経
験
４
年
以
上 

【
そ
の
他
】 

 
 

社
会
保
険
完
備
・
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
社
宅
あ
り 

 
 

（内
地
採
用
者
） 

【
募
集
期
間
】
随
時
受
付 

 

●
問
合
せ
先 

 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会 

 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

（担
当 

井
上
） 

 
 
 

２
―
３
９
１
１
～
２ 

 

調
理
作
業
等
委
託
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
調
理
作
業
員 

１
名 

【
業
務
内
容
】 

 
 

海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
の
食
事
に
関
し

て
の
調
理
作
業
お
よ
び
配
食
業
務 

【
委
託
期
間
】 

 
 

平
成
21
年
10
月
１
日 

 
 
 

～
平
成
22
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
） 

【
勤
務
時
間
】 

 
 

月
曜
日
～
金
曜
日 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 
 
 

（昼
休
み 

11
時
30
分
～
14
時
30
分
） 

【
時
給
】
９
２
０
円 

【
応
募
資
格
】 

村
内
に
在
住
す
る
方
で
、
調
理
経
験
の
あ
る
方 

【
選
考
方
法
】
面
接
に
よ
る 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
総
務
科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
０
２
７ 

 

自
衛
官
募
集 

 

【
応
募
資
格
】 

 

《
防
衛
大
学
校
》
18
歳
以
上
21
歳
未
満 

 

《
防
衛
医
科
大
学
校
》
18
歳
以
上
21
歳
未
満 

 

《
看
護
学
生
》
18
歳
以
上
24
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
９
月
７
日
（月
）～
10
月
２
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、８
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
３
日
（月
）、
31
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 
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【
日
時
】
８
月
12
日
（水
） 

午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑 

②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
、
居
住
証
明
書
な
ど
） 

③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原

村
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場

村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

昨
年
９
月
30
日
か
ら
年
間
申
請
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
期
間
満
了
に
伴
う
再
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
は
、
８
月
か
ら
随
時

受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
再
申
請
の
際
に
現
在
の

許
可
書
ま
た
は
利
用
講
習
修
了
証
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
務
処
理
の
集
中
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

保
全
管
理
委
員
会
の
開
催 

  

平
成
21
年
度
第
１
回
目
の
委
員
会
お
よ
び
利
用

専
門
部
会
並
び
に
住
民
報
告
会
を
９
月
25
日
（
金
）

か
ら
９
月
27
日
（日
）の
間
で
予
定
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
し
だ
い
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

 【
対
象
者
】 

平
成
22

年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
10
月
９
日
（金
）～
24
日
（土
） 

 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
夜
間
６
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、
１
日
現
地
講
習
が
あ
り

ま
す
。 

【
受
講
料
】
４
２
０
０
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
20
日
（木
）～
９
月
11
日
（金
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
11
日
（金
）
午
後
５
時
30
分 

【
そ
の
他
】 

○
申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ

い
て
も
受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
り
開
催

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方

は
今
回
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
過
去
に
や
む
を
得
な
い
事
情
で
東
京
都
自
然
ガ

イ
ド
の
資
格
を
失
効
し
、
再
度
認
定
講
習
の
受

講
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
庁
土
木
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。） 

今
後
の
開
催
月
は
、
10
、
12
、
３
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
18
日
（火
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
19
日
（水
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

 
 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
28
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

平
成
21
年
度
地
域
振
興
に
係
る 

 
 
 

人
材
育
成
事
業
の
実
施 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
で

の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
島
に
貢
献
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
技

術
や
知
識
な
ど
を
向
上
さ
せ
、
島
を
担
う
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
計
画
を
募
集
し
、
応
募
者
と
協
同
で

事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（島
し
ょ
地
域
在
住
者
）の
組
織
、

団
体
や
グ
ル
ー
プ 

○
公
社
が
支
援
す
る
団
体
と
し
て
相
応
し
い
団
体

（地
方
公
共
団
体
は
除
く
。） 

 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
計
画
】 

○
島
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
計
画
を
幅

広
く
募
集
し
ま
す
。 

○
計
画
例
は
、
役
場
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 

《
募
集
期
間
》
８
月
３
日
（月
）～
９
月
30
日
（水
） 

                                         

《
審
査
・
採
択
》 

 
 
 

平
成
21
年
11
月
・
公
社
運
営
検
討
委
員
会 

                                      

《
事
業
実
施
》
平
成
22
年
３
月
末
ま
で 

事
業
終
了
に
あ
た
り
、
受
講
者
、
団
体
お
よ
び

公
社
は
レ
ポ
ー
ト
と
報
告
書
を
共
同
作
成
し
ま
す
。 

 

【
事
業
の
実
施
】 

採
択
さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
団
体
と
公

社
で
詳
細
を
協
議
し
て
実
施
案
を
検
討
し
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

詳
細
は
、
役
場
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。  

 

●
問
合
せ
先 

（
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 
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平
成
21
年
度 

夏
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

 
 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、「
守
ろ

う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
海
や
山
で
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。 

【
期
間
】
８
月
２
日
（日
）～
８
日
（土
） 

【
運
動
の
重
点
】 

 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 

○
車
上
狙
い
、
置
引
き
等
の
防
止 

 

○
農
作
物
の
盗
難
防
止 

  

※
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
施
錠
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

二
見
港
物
揚
場
工
事 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
港
物
揚
場
内
で
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
工
事
に
際
し
て
は
、
物
揚
場
の
一
部

を
利
用
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

工
事
期
間
中
は
、
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
安
全
確
保
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
期
間
】
９
月
１
日
（火
）
～
10
月
30
日
（金
） 

【
場
所
】
二
見
港
物
揚
場 

（ト
イ
レ
か
ら
青
灯
台
ま
で
の
区
間
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 

 
 
 
 
 
 

太
平
洋
建
設
㈱ 
 

２
―
２
７
３
６ 

 

       

花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
等
の
設
定 

 

８
月
９
日
（
日
）
午
後
８
時
30
分
に
二
見
港
第
一

物
揚
場
（青
灯
台
岸
壁
）で
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い

ま
す
。 

危
険
防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
図
の
よ
う
に
「
立

入
禁
止
区
域
」「
車
両
通
行
止
」
「船
舶
侵
入
禁
止
区

域
」「着
岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

                        

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
８
月
６
日
（木
）、
７
日
（金
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 

（
雨
天
時 

船
客
待
合
所
） 

                        

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

盆
踊
り
最
終
日
（
10
日
）、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り

曲
を
唄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
と
な
る
曲
目
と
、

申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
練
習
会
の
ど
ち
ら
か
の
日

程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ
そ
は
、
と
い
う
「
の

ど
自
慢
」
の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
練
習
会
】 

《
日
時
》
８
月
６
日
（木
）、
７
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

《
場
所
》
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
曲
目
】 

マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内 

 

２
―
２
５
８
７
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
６
日
（木
） 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口
に
て
、
花
火
大
会
の
ご

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
島
民
み
ん
な

の
力
で
大
き
な
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
！ 

 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
＆
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
月
は
、
小
港
海
岸
で
行
わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

開
催
と
同
時
に
行
い
ま
す
。 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
と
と
も
に
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】 

８
月
22
日
（土
）
＊
雨
天
23
日
（日
）に
順
延 

《
受
付
》 

午
前
９
時
～
９
時
40
分 

《
試
合
》 

午
前
10
時
～
午
後
２
時 

《
場
所
》 

小
港
海
岸 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
は
受
付
終
了
後
に
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

２
―
２
６
６
６ 

船舶進入禁止区域 
午後８時～９時半 

立入禁止区域 午後２時～９時半 

 打ち上げ地点  

着岸禁止区域 午後７時～９時半 

着岸禁止区域 午後２時～９時半 
 第一物揚場  

立 入 禁 止 区 域  
午後７時～９時半 

船客待合所

青灯台

車両通行禁止区域 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

海上保安庁警備艇
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ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

・
ス
イ
ム
の
自
主
ル
ー
ル 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
に

配
慮
し
、
お
客
様
に
安
全
な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
為

に
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
自
主

ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
た
め
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

① 

ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、

船
の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。 

（
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

② 

２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
重
な
っ
た

場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１
隻

に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
ま
で
可
能
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他

船
へ
の
配
慮
を
考
え
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

 

聟
島
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
参
加
者
募
集 

  

今
年
も
小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
聟
島
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
機
会
に
、
な
か
な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い

聟
島
列
島
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

【
作
業
内
容
】 

海
岸
清
掃
（ゴ
ミ
の
分
別
回
収
）
１
時
間
程
度 

 

【
実
施
日
】 

８
月
16
日
（日
）、
22
日
（土
）、
23
日
（日
） 

※
天
候
に
よ
り
順
延
あ
り 

※
予
備
日
８
月
29
日
（土
）、
30
日
（日
） 

 

【
時
間
】 

 
 

午
前
７
時
（出
港
）～
午
後
４
時
30
分
（帰
港
） 

 

【
定
員
】
約
20
名
（参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

  

【
そ
の
他
】 

 

○
軍
手
、
ゴ
ミ
袋
は
用
意
し
ま
す
。 

 

○
お
弁
当
、
飲
料
水
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
参
加
申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

２
―
２
４
１
１（
高
橋
） 

 

第
２
回 

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島 

 
                                                      

観
光
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

 

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
島
々
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ

を
す
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

や
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
10
月
20
日
（火
）
必
着 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.islands-net.m

etro.tokyo.jp/ 
 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
愛
ら
ん
ど
広
報
宣
伝
事
務
局 

０
３
―
５
７
２
８
―
８
２
４
７ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 

Ｃ
デ
ッ
キ
２
等
船
室
の
利
用 

  

小
笠
原
海
運
で
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
で
上
京
ま
た

は
帰
島
さ
れ
る
村
民
の
方
で
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
、
妊
婦
の
方
な
ど
航
行
中
に
船
内
で
不
安

を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、Ｃ
デ
ッ
キ
２
等
船
室
（Ｃ

―
３
）の
席
の
利
用
に
つ
い
て
、
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

船
内
で
ト
イ
レ
・
洗
面
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
使
用
の

際
、
階
段
を
使
わ
ず
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
Ｃ
―
３

客
室
の
手
前
通
路
側
を
確
保
い
た
し
ま
す
。 

 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
乗
船
日
の
前
日
ま
で
に

次
の
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
（
父
島
出
港
便
） 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

 

●
問
合
せ
先
（
東
京
出
港
便
） 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱
本
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
‐
３
４
５
１
‐
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
修
理 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
は
、
左
舷
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ

ー
（横
揺
れ
低
減
装
置
）
修
理
の
た
め
、
次
の
日
程
で

入
渠
い
た
し
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
安
全
で
快
適
な
運
航
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ド
ッ
ク
入
渠
期
間
】 

 
 

10
月
26
日
（
月
）
～
29
日
（
木
） 

 

※
ド
ッ
ク
入
渠
に
伴
う
欠
航
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱
０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

                    

                        

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話 

「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
の
サ
ー
ビ
ス
終
了 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話
「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
終
了
し
ま
す
。
現
在
、「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
を
ご
利
用

中
の
方
に
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
へ
の
契
約
変
更
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

   

８月の燃料油価格変動調整金 
 

 ８月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，４２７ （+363）

２  等  品 ７，９００ （+340）

３  等  品 ７，３７４ （+318）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８４４ （+36）

０．０７５トン以下 ６３６ （+27）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，０６０ (+280) ２，０３０ (+140)

１ 等 ８，１３０ (+570) ４，０７０ (+290)

村民割引 
（往復）２等 ５，２８０ (+360) ２，６４０ (+180)

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸
（
夏
期
料
金
） 

 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２４，７２０ (-380) １２，３６０ (-190)

特 ２ 等 ３５，８３０ (-550) １７，９１０ (-280)

１ 等 ４９，４３０ (-760) ２４，７２０ (-380)

特 １ 等 ５６，３８０ (-860) ２８，２００ (-430)

特 等 ６１，８４０ (-950) ３０，９２０ (-480)

２等（学割） １９，７７０ (-310)
２等 

（身体障害者割引） １２，３６０ (-190)  ６，１８０ (-90)
村民割引 

（往復）２等 ３３，３５０ (-510) １６，６８０ (-250)

貨
物
運
賃 

１ 等  品 １５，０５２ (-152)

２  等  品 １４，０１２ (-142)

３  等  品 １２，８９０ (-130)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５０８ (-15)

０．０７５トン以下  １，１２３ (-11)
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・
喫
煙
→
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い 

→
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け
る 

・
飲
酒
→
飲
む
な
ら
、
節
度
の
あ
る
飲
酒
を 

・
食
事
→
偏
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
食
塩
は
控
え
め
に 

 
 

 

→
熱
い
飲
食
物
は
冷
ま
し
て
か
ら 

・
身
体
活
動
→
日
常
生
活
を
活
動
的
に
過
ご
す 

・
体
形
→
適
正
な
範
囲
に
維
持 

 
 

 
 

（
太
り
過
ぎ
な
い
、
や
せ
過
ぎ
な
い
） 

 
 

小笠原村の「がん検診」受診状況！ 
 

胃がん検診  ２７．２％ [１２．１％] 
 

肺がん検診  ５２．４％ [２２．４％] 
 

大腸がん検診 １０．３％ [１８．６％] 
 

乳がん検診  ５８．６％（視触診および超音波） 

              [１２．９％】（マンモグラフィーおよび視触診） 
 

子宮がん検診 ５５．０％ [１８．８％] 

★[ ]内は、平成 18 年度全国平均検診受診率です 

がんを予防するためには、たばこや飲酒、食事、運動など「生活習慣」にかかわる 

ものと、定期的な「がん検診」が有効です。 

治療や診断の進歩により、早期発見であれば治る可能性が出てきています。 

クジラ：ぼくは、健康だし検診受けなくても大丈夫かな？ 
 

保健師：早期のがんは自覚症状がないことのほうが多いです。そのため知らず知らずに

がんが体内に潜伏していることはよくあります。早期がんを見つけるには、がん

検診しかありません。40 歳以上になったら、ぜひ毎年受けてくださいね（子宮

がん検診は、30 歳以上です）。 

さっそく 9 月に大腸がん検診がはじまりますよ。 
 

クジラ：がんから身を守るためには、がん検診が大切なんですね。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１１４号 ― 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

「「ががんん」」を知ろう vol.1

主な死因別にみた死亡率の年次推移

生涯で「がん」にかかる確率は、男性４９％（2 人に 1 人）、 

女性は３７％（3 人に 1 人）という計算になります。[2001 年] 

がん 

健
康
な
「
生
活
習
慣
」
を 

平成 20 年の 1 年間に約 34 万人の人が「がん」

で亡くなりました。これは、全体の３０％を占め、

死亡原因の第１位です。そして現在も増え続けてい

ます。 
 

「がん」の最大の原因は細胞の老化です。 
 

つまり、世界一の長寿国である日本は、世界一の

「がん」大国とも言え、誰もが「がん」にかかる可

能性があると思った方がよいでしょう。 

健康な生活習慣と検診でがんを予防しましょう 

早期発見のカギを握る「がん検診」 

年齢別がん罹患率 

[全部位 2001 年] 

・男女とも 50 歳代から増加し、高齢になるほど高い 

・30 歳代後半から 40 歳代で女性が男性よりやや高く、

60 歳代以降は、男性が女性より顕著に高い 

 

男 

女 
40 歳 

60 歳 

歳 

（子宮がん検診は 30 歳以上、 

それ以外は、40 歳以上です） 

心疾患 

脳血管疾患 

昭和 40 年 

平成20年

全国平均よりも 

ずいぶん低いなぁ… 

昭和 平成 
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母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
８
月
６
日
（木
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

   
 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
17
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
25
日
（火
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

講
演
会
の
開
催 

 

◎
高
脂
血
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
！ 

 

高
脂
血
症
（平
成
19
年
に
脂
質
異
常
症
と
改
名
さ

れ
ま
し
た
。）
は
、
血
液
中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
増
え
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
日
本
人
の
男

性
は
30
代
か
ら
、
女
性
で
は
50
代
か
ら
２
人
に
１

人
が
高
脂
血
症
の
状
態
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
医
師
が
分
か
り
や
す
く
高
脂
血
症
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
高
脂
血
症
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？ 

 【
講
師
】 

中
村 

謙 

医
師
（都
立
広
尾
病
院
） 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
17
日
（月
）
午
後
６
時
～
７
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
12
日
（水
）
午
後
７
時
～
８
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談 

（精
神
保
健
巡
回
相
談
） 

 

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

「
夜
、
眠
れ
な
い
」「
や
る
気
が
で
な
い
」「
人
と
上

手
に
付
き
合
え
な
い
」
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
12
日
（土
） 

午
後
３
時
30
分
～
５
時 

 
 
 
 
 

９
月
13
日
（日
） 

午
前
９
時
～
11
時 

《
場
所
》
未
定
（決
定
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
13
日
（日
） 

午
後
３
時
30
分
～
５
時 

９
月
14
日
（
月
） 

午
前
９
時
～
12
時 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

※
ご
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
８
月
14
日

（金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 
 

～
動
物
派
遣
診
療
結
果
報
告
～ 

 

７
月
２
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
動
物
派
遣
診
療

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
日
、
４
日
は
母
島
で
の
診
療
を
行
い
６
日
～
９

日
は
父
島
で
の
診
療
を
行
い
ま
し
た
。 

 

診
療
頭
数
は
犬
58
頭
・
ネ
コ
60
頭
と
島
内
に
い

る
犬
ネ
コ
の
６
割
以
上
が
受
診
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

こ
の
派
遣
診
療
は
小
笠
原
の
希
少
動
物
を
保
護
す

る
た
め
、
野
生
動
物
と
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
を
考
え
て

も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
に
企
画
し
た
事
業
で
す
。 

特
に
今
回
の
村
議
会
で
改
正
予
定
の
小
笠
原
村
ネ

コ
適
正
飼
養
条
例
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
野
生
動

物
を
保
護
す
る
た
め
の
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
と
島
内

で
の
正
確
な
登
録
管
理
を
行
な
う
た
め
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
挿
入
を
推
進
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
か
ら
２
か
年
続
け
た
当
事
業
で
す
が
、
こ
の

事
業
の
財
源
は
（財
）自
然
保
護
助
成
基
金
の
補
助
金

と
東
京
都
獣
医
師
会
の
協
力
の
も
と
行
い
ま
し
た
が
、

一
応
今
年
度
限
り
の
暫
定
的
予
算
で
来
年
以
降
の
事

業
継
続
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。 

 

し
か
し
、
島
内
に
こ
れ
だ
け
の
愛
玩
動
物
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
と
、
島
内
の
動
物
診
療
の
体
制
が
母

島
の
浅
沼
獣
医
師
ひ
と
り
で
の
対
応
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
年
１
回
の
定
期
的
派
遣
診
療
を
望
む
声
が
非
常

に
多
く
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
小
笠
原

の
希
少
鳥
類
を
保
護
す
る
た
め
に
も
、
野
ネ
コ
対
策

を
継
続
す
る
必
要
性
が
あ
り
来
年
以
降
も
何
と
か
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

診
療
終
了
後
の
獣
医
師
と
島
民
の
懇
談
会
で
、
獣

医
師
か
ら
の
説
明
を
受
け
た
島
民
か
ら
自
発
的
に
飼

い
主
の
会
を
立
ち
上
げ
、
島
民
自
ら
が
島
内
に
い
る

野
ネ
コ
の
対
策
や
周
囲
と
協
調
し
た
愛
玩
動
物
の
飼

い
方
等
を
話
し
合
う
会
を
設
立
し
た
い
と
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

村
役
場
も
全
面
的
に
協
力
し
、
父
・
母
の
飼
い
主

の
会
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
回
動
物
診
療
を
受
診
し
た
飼
い
主
の
方
を
中
心

に
島
内
に
愛
玩
動
物
の
会
が
設
立
さ
れ
、
動
物
と
共

生
し
た
島
の
暮
ら
し
が
実
現
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
左
記
の
発
起
人
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

【
父
島
発
起
人
】 

 

小
笠
原
で
の
適
正
な
犬
・
ネ
コ
の
飼
い
方
と

野
生
動
物
と
の
共
生
を
考
え
る
会 

 
 

父
島
犬
猫
連
絡
会(

仮
称) 

 

発
起
人 

菊
池
歌
子 

２
―
２
０
８
３ 

【
母
島
発
起
人
】 

 

母
島
で
の
犬
・
ネ
コ
の
飼
い
主
が
集
ま
っ
て
、

犬
・
ネ
コ
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
病
気
の
こ

と
、
ペ
ッ
ト
の
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ

り
す
る
会 

 
 

母
島
２
９
９
（ニ
ク
キ
ュ
ー
）の
会 

 

発
起
人 

有
賀
０
９
０
―
３
０
６
０
―
８
４
９
３ 

 
 
 

有
川
０
９
０
―
３
５
０
２
―
８
３
５
５ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
は
何
が
違
う
？ 

 

よ
く
「
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
違
い
は
？
」
と
い
う

質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ク
ジ
ラ
も
イ
ル
カ
も
哺
乳
類
の
ク
ジ
ラ
目
に
属
す

る
同
じ
仲
間
で
、成
体
で
体
長
４
ｍ
以
上
を
ク
ジ
ラ
、

４
ｍ
以
下
を
イ
ル
カ
と
呼
ん
で
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

で
も
、
実
は
大
き
さ
の
判
断
に
も
矛
盾
が
あ
り
ま

す
。
小
笠
原
で
観
察
さ
れ
る
ゴ
ン
ド
ウ
ク
ジ
ラ
類
を

例
に
と
っ
て
そ
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

小
笠
原
で
は
オ
キ
ゴ
ン
ド
ウ 

False 
Killer 

Whale

（
約
５
・
４
ｍ
）
、
コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ 

Short-fined Pilot Whale

（
約
６
・５
ｍ
）
、
カ
ズ

ハ
ゴ
ン
ド
ウ Melon-headed whale

（約
２
・５
ｍ
）、

ユ
メ
ゴ
ン
ド
ウ 

pygmy 
killer 

whale

（
約
２
・
３

ｍ
）
そ
し
て
ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ Risso

，s dolphin

（約

３
・３
ｍ
）
の
５
種
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

英
名
で
見
る
限
り
ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ
だ
け
が
イ
ル
カ

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
体
長
で
見
る
と
ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ
だ
け
で
な

く
、
カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ
や
ユ
メ
ゴ
ン
ド
ウ
も
イ
ル
カ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
す
で
に
４
ｍ
と
い

う
判
断
基
準
は
崩
れ
て
い
ま
す
ね
。 

 

こ
の
よ
う
に
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
定
義
は
非
常
に

あ
い
ま
い
で
す
。
こ
れ
ら
ゴ
ン
ド
ウ
ク
ジ
ラ
類
は
果

た
し
て
ク
ジ
ラ
か
イ
ル
カ
か
？
そ
れ
は
皆
さ
ん
が
海

で
出
会
っ
た
時
に
、
皆
さ
ん
の
目
で
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

( 
)

内
の
数
値
は
オ
ス
の
成
熟
個
体
の
平
均
的
な

体
長
。 

※
参
考
図
書 

ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
大
図
鑑
、
平
凡
社 

    

◎ 

Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会 

 

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
を
含
む
小
笠
原
の
自
然
・
文

化
・
歴
史
に
つ
い
て
、
知
識
と
そ
の
裏
側
に
あ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
人
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
的
に
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
制
度
（通
称
Ｉ
Ｗ
Ｏ
）を
運

営
し
て
い
ま
す
。 

９
月
初
旬
、
Ｉ
Ｗ
Ｏ
の
新
規
認
定
講
習
を
父
島
・

母
島
に
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

ク
ジ
ラ
や
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
講

習
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
習
へ
の
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
左
記
の
期
間
中
に
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
日
時
場
所
に
つ
い
て
は
詳
細
が
決
ま

り
し
だ
い
、
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
へ
個
別
に
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

【
日
時
・
場
所
】
未
定 

 

【
内
容
】 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
、
小
笠
原
の
基

礎
鯨
類
学 

 

【
対
象
者
】 

15
歳
以
上
（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
ク
ジ
ラ
＆
ガ

イ
ド
の
勉
強
を
し
た
い
方
） 

 

【
申
込
期
間
】 

８
月
17
日
～
28
日
の
平
日
の
午
前
８
時
～
午

後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 owa@h6.dion.ne.jp 

      

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
99 

 

―
今
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
？
？
？
― 

 
 

今
年
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
、
な
ん
と
な

く
少
な
い
・・・、そ
ん
な
風
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 昨

年
、
父
島
列
島
で
は
１
８
０
４
巣
、
母
島
列
島

で
は
９
７
２
巣
と
、
過
去
最
高
の
産
卵
巣
数
を
記
録

し
た
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
。
今
年
は
、
一
体
ど

れ
ぐ
ら
い
産
卵
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

父
島
、
大
村
海
岸
の
例
で
検
証
し
て
み
る
と
、
７

月
16
日
の
時
点
で
、
昨
年
は
１
０
６
巣
、
今
年
は
29

巣
で
、
昨
年
の
約
27
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

他
の
海
岸
で
も
、
同
じ
よ
う
な
数
値
が
得
ら
れ
て

お
り
、
全
体
的
に
産
卵
が
少
な
い
年
と
言
っ
て
い
い

よ
う
で
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
小
笠
原
へ
の
産
卵
回

遊
は
、
３
～
４
年
に
１
回
と

わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
何
ら

か
の
要
因
で
去
年
と
今
年
は

大
き
く
差
が
開
い
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
産
卵

期
は
終
盤
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
も
う
し
ば
ら
く
見
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
３
本
棒
は
カ
メ
さ
ん
が
立
て
て
い
る
の
？  

 

７
月
中
旬
、
奥
村
在
住
の
某
ご
一
家
が
、
大
村
海

岸
で
産
卵
を
観
察
さ
れ
て
い
た
時
の
こ
と
。
父
島
保

育
園
が
じ
ゅ
ま
る
組
の
女
の
子
が
、
暗
闇
の
中
、
ひ

そ
ひ
そ
声
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
ま
し

た
。 

「
こ
の
あ
と
、
ど
う
や
っ
て
カ
メ
さ
ん
は
３
本
の
棒

を
立
て
る
の
？
」 

こ
の
質
問
に
ス
タ
ッ
フ
は
、
一
瞬
笑
み
が
も
れ
る

も
の
の
、な
ん
と
答
え
て
よ
い
や
ら
戸
惑
い
ま
し
た
。 

 

稚
ガ
メ
ふ
化
時
の
踏
み
抜
き
を
防
止
す
る
た
め
に
、

長
年
に
わ
た
り
巣
の
上
に
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
の
３
本
棒
。
こ
ん
な
に
小
さ
な
女
の
子
に
ま

で
、
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
し
た

が
、
実
は
、「
カ
メ

さ
ん
が
帰
っ
た
あ

と
に
お
姉
さ
ん
た

ち
が
立
て
て
い
る

の
よ
。」と
い
う
答

え
に
、
小
さ
い
子

供
の
想
像
や
夢
を

壊
さ
な
か
っ
た
か

ど
う
か
少
し
心
配

な
夜
で
し
た
。 

  

◎
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
、
よ
り
深
く
知
っ
て
い

た
だ
く
夜
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
開
催
最
終
月
で
す
。
ふ

化
期
は
本
番
に
入
り
、
人
工
ふ
化
の
稚
ガ
メ
を
観
察

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
え
ば
、
レ
ク
チ
ャ
ー
後
に
宮
之
浜
で
放
流
会
を
行

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
開
催
日
は
入
港
日
で
す
。 

 
 

皆
さ
ま
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】 

 
 

８
月
３
日
（月
）、
６
日
（木
）、
12
日
（水
） 

 
1  

18
日
（火
）、
24
日
（月
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

【
費
用
】
村
民
大
人
（中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円 

小
学
生 

 
 
 
 
 
 
 

 

７
０
０
円 

村
民
以
外
の
大
人 

 
 

  
 
 
 

２
０
０
０
円 

村
民
以
外
の
小
学
生 

 
  
 
 
 

１
５
０
０
円 

【
定
員
】
１
回
15
名 

※
要
予
約 

 

参
加
者
全
員
に
ウ
ミ
ガ
メ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を 

プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

  

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 



日付 曜日 行 事 予 定日付 曜日 行 事 予 定
産科・婦人科専門診療（父島 ～4） ヘルスアップ教室（父島）

ＳＦ　シマアジ放流、小笠原ＪＡＭＭＩＮ 講演会「高脂血症について知ろう！」(父島)

高校図書館開放（14:00～16:30）

入港日

日付 曜日

17 月
1 土

行 事 予 定日付 曜日 行　事　予 定

入港日

夏の地域安全運動（～8） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

衆議院議員選挙告示日

母島巡回労働相談 東京三弁護士会による法律相談（父島）

日 18 火2

入・出港日
母島巡回労働相談 東京三弁護士会による法律相談（父島）

平成21年度地域振興に係る人材育成事業申込受付(～9/30) ＳＦ　南洋踊り＆ＫＡＫＡ

タートレクチャー（父島 6,12,18,24）

東京都自然ガイド講習会申込用紙配布(～9/11)

ＳＦ　ウミガメ放流 保育士（非常勤職員）募集締切

月3

20 木4 火

19 水

ＳＦ ウミガメ放流 保育士（非常勤職員）募集締切

海上保安官になり隊！

ＳＦ　星空観望会

出港日
21 金

5 水

20 木4 火

入・出港日
母島乳幼児計測会 ＳＦ　ビーチバレー大会

定期予防接種 小港ビーチクリーン

高校図書館開放

7 金

土22
6 木

ＳＦ　盆踊り

「がんばれ！小笠原ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄﾃﾞｰ」開催(東京ﾄﾞｰﾑ) 入港日

高校図書館開放

ヘルスア プ教室

日

24 月8

7 金
23

土

ヘルスアップ教室（母島）

ＳＦ　南洋踊り＆ＫＡＫＡ

ＳＦ　大花火大会･盆踊り

ＳＦ 盆踊り

25 火
9

26 水

日
入・出港日

ＳＦ　盆踊り

出港日

電話による無料法律相談

ホエ ルウ チング協会インタ プリタ 講習申込締切

10 月

金

27 木

28

26 水

11 火

入 出港日 ホエールウォッチング協会インタープリター講習申込締切

母島森林生態系保護地域入林受付

講演会「高脂血症について知ろう！」(母島) ＳＦ　フラオハナ

ＳＦ　星空観望会 高校図書館開放

衆議院議員選挙投票日（母島）

金

29 土

28

12 水

入・出港日

衆議院議員選挙投票日（母島）

ＳＦ　ウミガメ放流

入港日

こころの健康相談(精神保健巡回相談)申込締切 ＳＦ　野外映画会

衆議院議員選挙投票日（父島）
金

木13

14 30 日
衆議院議員選挙投票日（父島）

小笠原諸島戦没者追悼式典 村民税・都民税納期限

高校図書館開放 長寿(後期高齢者)医療保険料納期限

母島巡回労働相談31 月

15 土

入・出港日

母島巡回労働相談

聟島ビーチクリーン（22、23） 農業センターであそび隊！
16 日

31 月




